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洋
上
風
力
の
開
発
に
貢
献 

水
素
利
活
用
へ
の
研
究
推
進

志
賀
　
幅
広
い
分
野
の
研
究
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
研
究

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
つ
い

て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

平
岩
　
再
エ
ネ
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
で
も
洋
上
風
力
発
電
の
開
発
が
多

く
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
所
は
、

火
力
・
原
子
力
・
送
配
電
な
ど
の
研

究
で
培
っ
て
き
た
知
見
や
技
術
を
洋

上
風
力
分
野
の
技
術
開
発
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　「
地
質
・
地
盤
評
価
、
環
境
ア
セ
ス 

メ
ン
ト
に
関
わ
る
技
術
」
を
洋
上
風

力
の
立
地
・
建
設
時
の
地
質
・
地
盤

評
価
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
、「
気

象
災
害
リ
ス
ク
評
価
や
再
エ
ネ
出
力

予
測
な
ど
に
活
用
し
て
き
た
気
象
解

析
技
術
」
を
洋
上
風
力
の
事
業
性
や

自
然
災
害
リ
ス
ク
の
評
価
、
運
用
・

保
守
に
必
要
な
気
象
海
象
予
測
な
ど

に
、
ま
た
「
材
料
分
析
・
評
価
技

術
」
を
洋
上
風
力
設
備
の
健
全
性
評

価
、
寿
命
評
価
な
ど
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
火
力
分
野
で
培
っ

た
損
傷
検
査
技
術
を
活
用
し
、「
風

車
な
ど
の
異
常
を
早
期
検
知
す
る
技

術
」
な
ど
を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

幅
広
い
専
門
分
野
に
よ
る
総
合
力
で
、

洋
上
風
力
発
電
の
導
入
拡
大
や
運
用

保
守
効
率
化
な
ど
に
関
す
る
調
査
や

技
術
開
発
、
計
画
・
設
計
か
ら
運
用

保
守
に
わ
た
る
複
合
的
な
課
題
の
解

決
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

志
賀
　
火
力
分
野
は
ど
う
で
す
か
。

志
賀
　
昨
年
６
月
に
理
事
長
に
就
任

さ
れ
た
所
感
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
岩
　
Ｓ
＋
３
Ｅ
（
安
全
性
＋
安
定

供
給
、
環
境
適
合
性
、
経
済
効
率
性
）

の
同
時
追
求
へ
の
挑
戦
が
わ
が
国
の

重
要
課
題
と
な
る
中
で
、「
電
気
事

業
の
中
央
研
究
機
関
」
か
つ
「
社
会

に
貢
献
す
る
学
術
研
究
機
関
」
で
あ

る
当
所
の
役
割
は
増
し
て
い
ま
す
。

　
当
所
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
研
究
機

関
と
し
て
の
役
割
を
主
体
的
に
果
た

し
、
保
有
す
る
多
様
な
専
門
分
野
の

知
見
や
技
術
を
結
集
し
た
総
合
力
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
切
り
拓
く
新

た
な
価
値
の
創
出
に
つ
な
が
る
研
究

開
発
を
先
導
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
就
任
以
降
、
研
究
現
場
で
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
分
野
の
研
究
者
の
説
明
を

聞
き
、
実
験
設
備
な
ど
を
見
学
し
て

い
ま
す
が
、
研
究
者
一
人
ひ
と
り
の

研
究
力
の
高
さ
や
イ
ン
ハ
ウ
ス
の
研

究
所
と
し
て
の
強
み
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、
培
っ
て
き
た
長
年
の
研
究

の
知
見
や
技
術
の
蓄
積
に
よ
り
、
世

界
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
成

果
を
創
出
し
、
評
価
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

平
岩
　
火
力
発
電
へ
の
水

素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
利
用
に
加

え
、
水
素
の
製
造
、
輸
送
・

貯
蔵
、
電
力
以
外
へ
の
利
用

も
含
め
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
を
俯ふ

か
ん瞰
し
、
電

力
流
通
や
政
策
分
析
・
コ
ス

ト
評
価
の
専
門
家
と
も
連
携

し
、
電
力
と
水
素
が
共
存
し

た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
像
を
提
示
し
ま
す
。

そ
の
た
め
の
研
究
と
し
て
、

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
の

事
業
性
評
価
に
関
わ
る
研
究

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

赤城試験センターのマイクログリッド主電源設備実証試験設備　
ま
た
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
火
力

に
関
連
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
炭
素

化
合
物
を
原
料
に
合
成
ガ
ス
や
化
学

品
を
併
産
す
る
化
学
プ
ラ
ン
ト
を
火

力
発
電
シ
ス
テ
ム
に
組
み
合
わ
せ
、

よ
り
高
い
需
給
調
整
力
を
具
備
し
つ

つ
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す

る
技
術
を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
資
源
循
環
の
視
点
か
ら
、
化
石
燃

料
中
の
炭
素
に
加
え
、
近
年
注
目
さ

れ
る
水
素
と
窒
素
の
循
環
利
用
を
促

す
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
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ム
の
実
現
に
必
要
な
技
術
を
開
発
し

ま
す
。
例
え
ば
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
循
環

炭
素
資
源
と
位
置
付
け
、
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

（
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
）
の
開
発

な
ど
で
培
っ
た
ガ
ス
化
技
術
を
適
用

し
、
燃
料
に
転
換
し
活
用
す
る
と
と

も
に
、
有
用
な
化
学
原
料
を
製
造
す

る
技
術
を
開
発
し
ま
す
。
ま
た
、
再

エ
ネ
由
来
の
余
剰
電
力
に
よ
る
合
成

燃
料
の
製
造
を
目
指
し
、
燃
料
電
池

で
培
っ
た
技
術
を
適
用
し
、
ｅ
―

メ

タ
ン
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
液
体
合
成

燃
料
を
製
造
す
る
「
固
体
酸
化
物
形

電
解
セ
ル
（
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
）」
の
開
発

も
進
め
ま
す
。

脱
炭
素
と
系
統
安
定
化 

両
立
に
向
け
成
果
創
出

志
賀
　
系
統
分
野
の
研
究
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
岩
　
系
統
運
用
と
地
域
グ
リ
ッ
ド

の
観
点
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
系
統
運
用
に
関
わ
る
研
究
で
は
、

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
変
動
性
再
エ

ネ
の
導
入
拡
大
時
に
は
、
同
期
発
電

機
の
比
率
が
減
少
す
る
た
め
、
電
力

全
体
の
運
用
と
協
調
し
つ
つ
、
再
エ

ネ
電
力
の
地
産
地
消
を
可
能
に
す
る

地
域
グ
リ
ッ
ド
の
構
成
技
術
と
運
用

支
援
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
グ
リ
ッ
ド
の
形

態
と
し
て
「
地
産
地
消
型
」
と
「
オ

フ
グ
リ
ッ
ド
型
」
を
想
定
し
、
地
域

グ
リ
ッ
ド
の
構
成
や
運
用
技
術
の
開

発
に
向
け
て
当
所
赤
城
試
験
セ
ン
タ

ー
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
委
託
事
業※

を
行
う
た

め
に
イ
ン
バ
ー
タ
型
な
ど
の
マ
イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
主
電
源
設
備
実
証
試
験

設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当

所
開
発
の
次
世
代
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
（
Ｅ
Ｖ
―

Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
）

を
活
用
し
、
Ｅ
Ｖ
の
充
放
電
が
地
域

グ
リ
ッ
ド
の
電
力
品
質
や
系
統
混
雑

に
与
え
る
影
響
を
評
価
し
、
対
策
技

術
を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

志
賀
　
中
部
電
力
時
代
に
は
系
統
運

用
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
経
験
な
ど
も
踏
ま
え
、「
系
統

運
用
の
次
世
代
化
」
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
点
に
注
目
し
て
い
ま
す
か
。

平
岩
　
特
に
、
需
要
地
系
統
の
運
用

高
度
化
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
ア
グ

リ
ゲ
ー
タ
が
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
多
数

系
統
の
安
定
化
技
術
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
当
所
が
狛
江
地
区
に

所
有
す
る
実
系
統
を
模
擬
し
た
実
験

設
備
「
電
力
系
統
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」

を
活
用
し
、
Ｍ
―

Ｇ
セ
ッ
ト
（
同
期

電
動
機
〈M

otor

〉
と
同
期
発
電
機

〈G
enerator

〉
を
組
み
合
わ
せ
て
、

慣
性
な
ど
の
電
力
系
統
の
安
定
性
維

持
に
資
す
る
能
力
を
提
供
で
き
る
装

置
）
な
ど
の
同
期
機
に
よ
る
系
統
安

定
効
果
の
検
証
や
、
再
エ
ネ
や
蓄
電

池
の
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
の
高
度
化
な

ど
に
よ
る
系
統
安
定
化
技
術
を
開
発

し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
度
に

「
Ｇ
Ｆ
Ｍ
（
グ
リ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
）
イ
ン
バ
ー
タ
」
や
系
統
安
定
化

機
能
付
の
「
Ｇ
Ｆ
Ｌ
（
グ
リ
ッ
ド
フ

ォ
ロ
ー
イ
ン
グ
）
イ
ン
バ
ー
タ
」
を

電
力
系
統
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
導
入
し
、

Ｍ
―

Ｇ
セ
ッ
ト
な
ど
の
同
期
機
と
の

系
統
安
定
効
果
の
比
較
検
討
な
ど
を
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
か
ら
の
委
託

事
業※

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
グ
リ
ッ
ド
に
関
連
し
て
は
、

次
世
代
地
域
グ
リ
ッ
ド
の
構
成
や
運

用
技
術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。
地
域

グ
リ
ッ
ド
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
の

ニ
ー
ズ
や
、
再
エ
ネ
や
蓄
電
池
、
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
の
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
（
Ｄ
Ｅ
Ｒ
）

の
多
様
な
活
用
に
対
応
し
、
系
統
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原
子
力
活
用
へ
研
究
開
発 

報
告
会
で
研
究
力
を
発
信

志
賀
　
電
力
の
安
定
供
給
に
は
原
子

力
発
電
は
必
要
な
電
源
と
考
え
ま
す

が
、
原
子
力
分
野
の
研
究
に
つ
い
て

は
ど
う
で
す
か
。

平
岩
　
革
新
軽
水
炉
を
は
じ
め
と
す

る
次
世
代
革
新
炉
の
設
計
評
価
技
術

の
開
発
を
進
め
ま
す
。
例
え
ば
、
革

新
軽
水
炉
に
新
た
に
導
入
さ
れ
る
安

全
機
能
の
妥
当
性
確
認
に
必
要
な
知

見
や
実
験
的
根
拠
を
拡
充
す
る
こ
と

に
よ
り
、
原
子
炉
の
安
全
性
を
確
認

す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
安
全
解

析
）
の
結
果
に
含
ま
れ
る
誤
差
や
ば

ら
つ
き
の
低
減
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
次
世
代
革
新
炉
の
安
全
性
向
上

を
設
計
段
階
で
合
理
的
に
確
認
で
き

る
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
Ｐ
Ｒ

Ａ
）
の
活
用
方
法
・
ガ
イ
ド
の
構
築

や
、
規
制
制
度
や
安
全
審
査
の
近
代

化
に
対
応
す
る
安
全
設
計
・
安
全
評

価
に
関
わ
る
研
究
を
進
め
、
次
世
代

革
新
炉
の
早
期
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

立
地
拡
大
の
観
点
か
ら
は
、
次
世
代

革
新
炉
を
海
上
や
地
下
に
設
置
し
て

要
な
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
多
数
の
Ｄ
Ｅ
Ｒ

な
ど
が
普
及
す
る
場
合
に
は
大
規
模

電
源
も
含
め
、
総
体
と
し
て
こ
れ
ら

の
機
能
を
確
保
で
き
る
よ
う
適
時
に

適
切
な
グ
リ
ッ
ド
コ
ー
ド
を
検
討
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

の
Ｄ
Ｅ
Ｒ
を
集
約
し
、
系
統
の
フ
レ

キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
で
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
と
再
エ
ネ
の
有

効
活
用
、
系
統
運
用
や
設
備
形
成
の

合
理
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
需
給
調 

整
力
や
混
雑
管
理
な
ど
の
系
統
運
用

面
で
の
活
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

需
要
地
系
統
で
は
、
電
源
な
ど
の
運

運
転
す
る
方
策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

志
賀
　
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
昨
年

11
月
に
「
原
子
力
発
電
と
い
う
選
択

肢
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
研
究
報
告

会
２
０
２
３
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
岩
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
確

保
と
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
両
面
に

寄
与
す
る
電
源
と
し
て
、
原
子
力
発

電
の
有
効
活
用
が
国
際
的
に
再
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
で
も
、

昨
年
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
Ｇ

Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
推
進
戦
略
」
に
お
い
て
、

安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
原
子
力

発
電
を
今
後
も
活
用
し
て
い
く
考
え

方
が
国
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
安
全
性
の
確
保
、
国

民
の
理
解
、
事
業
と
し
て
の
成
立
性

な
ど
へ
の
対
応
が
肝
要
と
の
認
識
に

立
ち
、「
研
究
報
告
会
２
０
２
３
」

を
開
催
し
、
当
所
の
原
子
力
分
野
の

研
究
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
は
時
宜
を
得
た
も
の

と
考
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
方
に
聴
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。
報

告
内
容
に
つ
い
て
肯
定
的
な
コ
メ
ン

公式YouTubeチャンネルで電力の安定供給に関するシリーズ動画を公開

用
と
需
要
家
サ
ー
ビ
ス
、

グ
リ
ッ
ド
の
運
用
が
密
接

に
連
携
し
た
世
界
が
現
れ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
電
力
シ
ス
テ
ム

の
状
況
変
化
に
は
、
制
度

面
だ
け
で
な
く
、
技
術
的

観
点
か
ら
対
応
を
図
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
現
状
、

火
力
発
電
機
は
再
エ
ネ
出

力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
調

整
力
と
い
っ
た
有
効
電
力

の
供
給
の
み
な
ら
ず
、
慣

性
力
や
無
効
電
力
の
調
整

に
よ
る
電
圧
調
整
、
保
護

リ
レ
ー
シ
ス
テ
ム
の
適
正

動
作
に
必
要
な
故
障
電
流

の
供
給
な
ど
、
電
力
シ
ス

テ
ム
の
安
定
性
維
持
に
必
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志
賀
　
最
後
に
、
今
、
電
中
研
に
特

に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
岩
　
創
出
し
た
成
果
の
社
会
実
装

と
情
報
発
信
で
す
。
研
究
に
よ
り
創

出
し
た
成
果
を
論
文
や
学
会
な
ど
で

発
表
す
る
こ
と
だ
け
に
と
ど
め
ず
、

電
気
事
業
の
現
場
や
社
会
で
活
用
さ

れ
、
そ
の
価
値
が
十
分
社
会
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
顧
客
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
現
場
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
つ
か
み
、
現
場
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
適
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内

外
の
規
格
・
基
準
類
へ
の
成
果
の
反

映
な
ど
に
向
け
た
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
国
や
学
会
な
ど
の
委
員

会
へ
の
参
画
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
の
政
策
立
案
な
ど
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。
情
報
発
信
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
再
エ
ネ
な

ど
の
Ｄ
Ｅ
Ｒ
が
大
量
に
普
及
し
、
多

様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
電
力
需
給
な
ど

に
関
わ
る
中
で
、
安
定
供
給
に
向
け

た
ご
理
解
と
と
も
に
、
当
所
が
幅
広

い
分
野
に
お
け
る
高
度
な
研
究
力
と

科
学
的
客
観
性
に
立
脚
し
た
見
識
や

ト
を
多
く
い
た
だ
く
な
ど
、
当
所
の

幅
広
い
高
度
な
研
究
力
、
実
績
な
ど

を
再
認
識
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
原

子
力
発
電
を
将
来
に
わ
た
り
継
続
し

て
活
用
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
研

究
開
発
に
取
り
組
み
、
着
実
に
成
果

を
創
出
し
て
い
く
所
存
で
す
。

科
学
的
客
観
性
を
基
に 

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

志
賀
　
研
究
所
の
根
幹
で
あ
る
研
究

力
の
強
化
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策

に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
ま
す
。

平
岩
　
研
究
力
の
強
化
に
は
研
究
を

行
う
人
材
の
確
保
、
育
成
、
活
用
が

大
切
で
す
。
所
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
促
進
や
柔
軟
な
働
き
方
の
浸

透
に
よ
り
、
よ
り
働
き
が
い
の
あ
る

職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
高

度
な
専
門
性
を
有
し
た
人
材
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
長
き
に
わ
た
る
研

究
現
場
で
の
活
躍
に
よ
り
実
績
を
有

す
る
シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
推
進
な
ど

を
通
じ
て
、
後
継
と
な
る
人
材
の
育

成
や
、
技
術
や
知
見
の
継
承
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
高
い
レ
ベ
ル
で
研
究
開
発

を
継
続
し
て
行
う
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
や

次
世
代
放
射
光
な
ど
の
先
端
技
術
の

研
究
開
発
へ
の
導
入
・
適
用
を
進
め
、

既
存
技
術
の
延
長
線
上
に
な
い
革
新

的
技
術
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

志
賀
　
外
部
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

平
岩
　
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

と
資
金
の
戦
略
的
な
活
用
に
よ
り
、

広
く
社
会
に
貢
献
す
る
課
題
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
国

内
外
の
外
部
機
関
と
の
関
係
性
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
適
切
な
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
を
構
築
し
て
、
積
極
的
に
研
究

提
案
を
行
う
こ
と
で
、
国
か
ら
の
委

託
事
業
な
ど
の
創
出
を
図
り
、
獲
得

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
展
開
強
化
の
観
点
か

ら
、
海
外
機
関
と
の
協
力
関
係
を
、

よ
り
強
固
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
海
外
の
学
会
で
の
研
究

成
果
の
発
信
、
フ
ラ
ン
ス
電
力
（
Ｅ

Ｄ
Ｆ
）
な
ど
海
外
機
関
と
の
長
期
の

相
互
派
遣
な
ど
を
通
じ
た
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
経
営
レ
ベ
ル
で

の
連
携
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ー
タ
に
基
づ
き
情
報
発
信
す
る
役

割
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

情
報
発
信
機
能
を
強
化
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
さ
ら
な
る
活
用
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
や
他
組
織
と
の
連
携
な

ど
を
通
じ
、
社
会
に
有
用
な
情
報
を

分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

志
賀
　
電
中
研
の
研
究
力
と
情
報
発

信
力
に
期
待
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

中部電力の系統運用部長、送配電網協議会の
理事・事務局長などを歴任し、昨年 6 月に就任
した。再エネ導入拡大で系統運用の重要性が高
まる中、経験に裏打ちされた専門知識は心強い。
力を入れるのは「所員に常日頃から言っている」
という情報発信。エネルギー情勢が国内外で大 
きく変わる今こそ、多くの人に電中研の知見や
技術をお届けしたいとの熱意を感じた。

※ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化

に
向
け
た
次
々
世
代
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

安
定
化
技
術
開
発（
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）
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